
(57)【要約】        （修正有）
【目的】  コンパクトにして走行車体との前後バランス
が良好なラッキョウ移植機を提供する。
【構成】  耕耘用ロータリ１２とラッキョウ植付装置１
４とを走行車体１後方に昇降自在に装備させるラッキョ
ウ移植機において、前記ロータリ１２の爪軸２７ａの略
上方に作業者の座る作業座席１６を設けると共に、ロー
タリ１２後部とラッキョウ植付装置１４間にステップを
設ける。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  耕耘用ロータリとラッキョウ植付装置と
を走行車体後方に昇降自在に装備させるラッキョウ移植
機において、前記ロータリの爪軸の略上方に作業者の座
る作業座席を設けると共に、ロータリ後部とラッキョウ
植付装置間にステップを設けたことを特徴とするラッキ
ョウ移植機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は耕耘用ロータリで耕耘後
の土面にラッキョウの種球を順次植付けるようにしたラ
ッキョウ移植機に関する。
【０００２】
【従来の技術】この種耕耘用ロータリとラッキョウ植付
装置とを走行車体後方に装備するラッキョウ移植機にあ
っては、作業者の座席を最後部に設けて作業者の前方に
植付装置を配備させて、作業者の作業姿勢を前向きとさ
せた作業が行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし乍らこのような
手段の場合、作業座席が植付装置より後方に大きくオー
バハングする状態となって、中小の走行車体ではスムー
ズな昇降が行えなかったり昇降が困難となるなどの欠点
があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】したがって本発明は、耕
耘用ロータリとラッキョウ植付装置とを走行車体後方に
昇降自在に装備させるラッキョウ移植機において、前記
ロータリの爪軸の略上方に作業者の座る作業座席を設け
ると共に、ロータリ後部とラッキョウ植付装置間にステ
ップを設けたもので、重量の重くなる作業座席を最大走
行車体側に近接させて、コンパクトにして中小の小型軽
量の走行車体でも確実に昇降可能なものとさせると共
に、走行車体にこれらロータリ及び植付装置及び作業座
席を装備させた際の前後バランスを良好とさせるもので
ある。
【０００５】
【実施例】以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳述
する。図１はラッキョウ植付作業機の側面図、図２は移
植機全体の側面図、図３は同平面図である。図中（１）
は作業者が搭乗する走行車体であるトラクタであり、後
部両側に左右後輪（２）（２）を設け、前記後輪（２）
（２）の間に運転席（３）を取付け、前記運転席（３）
前方に操向ハンドル（４）を設け、該ハンドル（４）前
方にボンネット（５）を配設させるもので、前記ボンネ
ット（５）にエンジンを内設させ、ボンネット（５）両
側下方に左右前輪（６）（６）を装設し、前輪（６）及
び後輪（２）をエンジンによって駆動して前後進させる
と共に、操向ハンドル（４）によって前輪（６）を方向
転換させて走行進路を変更するように構成している。

【０００６】また、運転席（３）右側の昇降レバー
（７）操作によって油圧駆動させるリンク機構（８）の
トップリンク（９）及びロワーリンク（１０）を介して
ラッキョウ植付作業機（１１）を昇降自在にトラクタ
（１）後側に装着させている。
【０００７】図４乃至図７にも示す如く、植付面となる
圃場土を耕耘するサイドドライブ型の耕耘ロータリ（１
２）と、耕耘後の土面に適宜深さのラッキョウ用植付溝
を形成する６条の作溝器（１３）と、植付溝内にラッキ
ョウの種球（Ａ）を適宜間隔で放出させる植付装置であ
る６条のラッキョウ植付管（１４）と、植付管（１４）
の上端を連結支持させて各植付管（１４）に種球（Ａ）
を供給する植付作業台（１５）と、前記ロータリ（１
２）の略上方で左右に配設する２つの作業座席（１６）
と、作業台（１５）の左右両側後部に設ける接地ＰＴＯ
である左右の鉄車輪型の転動輪（１７）と、前記作業台
（１５）後部に取付ける種球（Ａ）の予備球台（１８）
とを作業機（１１）は備えている。
【０００８】また、前記耕耘ロータリ（１２）は、中央
に入力ギヤケース（１９）を設け左右にロータリケース
（２０）及び軸受板（２１）を一体連設するメインビー
ム（２２）と、前記入力ギヤケース（１９）上側に固設
しトップリンク（９）を連結するトップリンクブラケッ
ト（２３）と、前記メインビーム（２２）に固設しロワ
ーリンク（１０）を連結するロワーリンクブラケット
（２４）と、前記ロワーリンクブラケット（２４）に前
端側を連結させデプスアジャストハンドル（２５）によ
り後端側を昇降自在に支持するデプスアジャストフレー
ム（２６）と、前記ロータリケース（２０）と軸受板
（２１）の間に爪軸（２７ａ）を介し軸支するロータリ
耕耘爪（２７）と、前記ロータリ耕耘爪（２７）上側を
覆うロータリカバー（２８）と、前記ロータリカバー
（２８）を回動調節するカバー位置調節ハンドル（２
９）とを備え、各ハンドル（２５）（２９）を左右の座
席（１６）間に挾み込む状態に配設させて、これらのハ
ンドル操作を容易とさせるように構成している。
【０００９】さらに、前記アジャストフレーム（２６）
の前端下側には横フレーム（３０）を介して左右サイド
フレーム（３１）を固設していて、該サイドフレーム
（３１）の後端下側に固設する作溝ブラケット（３２）
に、各条作溝器（１３）上端間を連結する作溝フレーム
（３３）を調節ボルト（３４）を介し上下支持高さ調節
自在に連結させると共に、サイドフレーム（３１）の後
端上側に固設する回動支点ブラケット（３５）に前記作
業台（１５）の前面下側を回動支点軸（３６）を介し前
後方向に傾斜角度調節自在に連結支持させている。
【００１０】前記の各作溝器（１３）は略四角形の左右
側板（１３ａ）（１３ｂ）を重ね合せ状に形成したもの
で、左右側板（１３ａ）（１３ｂ）の前端縁と下端縁と
を相互に一体連結させ、左右側板（１３ａ）（１３ｂ）
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を対角線（Ｌ）で折曲げて平面視前端より後端にＶ形
に、また後面視下端より上端にＶ形に拡大形成させたも
のである。
【００１１】また、前記植付管（１４）は内側面が滑ら
かで極端に屈曲しない形状として塩化ビニールやフレキ
シブル材などを用いて、各作溝器（１３）の中央真後
に、略垂直に形成する下端部を臨ませるもので、該管
（１４）の下端後側に下端側に口巾を順次大とする植付
供給口（３７）を開設し、作業台（１５）に内設する６
条用種球受カップ（３８）に植付管（１４）の上端を連
通接続させると共に、左右座席（１６）後側の作業台
（１５）上面の左右ラッキョウ受台（１５ａ）に、前後
に各２つで左右に各３つ（左右にそれぞれ計６つ）の種
球供給カップ（３９ａ）（３９ｂ）をそれぞれ設けて、
前後の供給カップ（３９ａ）（３９ｂ）とこの下方の１
つの受カップ（３８）及び植付管（１４）とで各１条分
毎のラッキョウ種球（Ａ）の植付けを行うように構成し
ている。
【００１２】さらに、前記横フレーム（３０）と作業台
（１５）の左右略中央間には、ターンバックル（４０）
を張設していて、左右座席（１６）間におけるターンバ
ックル（４０）の長さ調節によって前記支点軸（３６）
を中心として作業台（１５）を前後方向に回動させて、
受台（１５ａ）の傾き角を容易に調整して、左右座席
（１６）位置の作業者の作業姿勢を良好とさせるように
構成している。なお左右座席（１６）を支持する左右座
席ホルダー（４１）を、前記横フレーム（３０）前側の
アジャストフレーム（２６）より外側位置に設けて、前
記爪軸（２７ａ）略上方に座席（１６）を配備させると
共に、前記ロータリ（２７）後方で左右サイドフレーム
（３１）間において該フレーム（３１）に沿う状態にス
テップ（４２）を配設している。
【００１３】図８にも示す如く、各１条分となる前後の
供給カップ（３９ａ）（３９ｂ）の下端開口部には、交
互に開閉する開閉シャッタ（４３ａ）（４３ｂ）を設
け、前記作業台（１５）の左右両側に駆動軸（４４）及
び伝動ケース（４５）を介し揺動自在に支持する転動輪
（１７）にカム機構（４６）を介し前記シャッタ（４３
ａ）（４３ｂ）を連動連結させている。
【００１４】前記カム機構（４６）は、伝動ケース（４
５）内の伝動チェン或いは伝動ベルトなどを介し転動輪
（１７）の輪軸（１７ａ）に連動連結する駆動軸（４
４）と、該駆動軸（４４）に一対のギヤ（４７）（４
８）を介し連動連結するカム軸（４９）と、該カム軸
（４９）の前後シャッタ用カム（５０ａ）（５０ｂ）に
当接させる従動カム（５１ａ）（５１ｂ）を有するレバ
ー軸（５２）と、各シャッタ（４３ａ）（４３ｂ）の開
閉軸（５３ａ）（５３ｂ）に固設する開閉アーム（５４
ａ）（５４ｂ）と従動カム（５１ａ）（５１ｂ）の他端
側間をそれぞれ連結する開閉ロッド（５５ａ）（５５

ｂ）と、前記開閉アーム（５４ａ）（５４ｂ）に連結さ
せて各シャッタ（４３ａ）（４３ｂ）に開方向のバネ力
を付勢する開放バネ（５６ａ）（５６ｂ）とを備え、作
業中転動輪（１７）の接地回転力でもってカム軸（４
９）を回転させて前後のシャッタ（４３ａ）（４３ｂ）
を交互に開閉動作させると共に、前後のシャッタ（４３
ａ）（４３ｂ）の閉時間を長くするようにカム機構（４
６）を設けて、作業者の種球（Ａ）の供給作業時間を充
分に確保するように構成している。
【００１５】また図９に示す如く、前記開閉アーム（５
４ａ）（５４ｂ）の閉位置に、シャッタ（４３ａ）（４
３ｂ）の閉時にアーム（５４ａ）（５４ｂ）に当接して
動作する検出スイッチ（５７）を設けると共に、前記受
台（１５ａ）の供給カップ（３９ａ）（３９ｂ）近傍位
置に種球空表示ランプ（５８）をそれぞれ設けていて、
各シャッタ（４３ａ）（４３ｂ）の閉時以外をスイッチ
（５７）が検出するとき表示ランプ（５８）を点灯させ
て供給カップ（３９ａ）（３９ｂ）に種球（Ａ）が無い
ことを作業者に報知するように構成している。
【００１６】さらに、図１０に示す如く、前記各シャッ
タ（４３ａ）（４３ｂ）は、リン青銅板など弾性板で形
成すると共に、開閉軸（５３ａ）（５３ｂ）に連結する
シャッタ取付部材（５９）側の基端部を巾狭の括れ部
（６０）に形成して、各シャッタ（４３ａ）（４３ｂ）
の閉まりかけで種球（Ａ）が噛込む状態となるときなど
に弾性でもって噛込みを回避するように構成している。
【００１７】またさらに、左右の転動輪（１７）は左右
独立に昇降可能とするもので、作業台（１５）の左右外
側面の揺動軸（６１）に枢支する揺動リンク（６２）先
端と、前記伝動ケース（４５）の内側面の枢軸（６３）
間をロッド（６４）を介し連結すると共に、作業台（１
５）の左右外側面のレバー軸（６５）に基端を、またレ
バーガイド（６６）に中間を支持する転動輪昇降用のク
ラッチレバー（６７）にレバーアーム（６８）を設け
て、該アーム（６８）先端と前記揺動リンク（６２）中
間とを仲介リンク（６９）を介し連動連結させて、左右
のクラッチレバー（６７）操作によって左右の転動輪
（１７）を下降させ接地動作させるとき、左右各３条分
のシャッタ（４３ａ）（４３ｂ）の駆動をそれぞれ行わ
しめると共に、左右のクラッチレバー（６７）操作によ
って左右の転動輪（１７）の何れか一方或いは両方を上
昇させ非接地動作させるとき、左右何れか一方の３条分
或いは全６条分のシャッタ（４３ａ）（４３ｂ）の駆動
を停止させるように設けて、畦などを壊すことのない作
業を可能とさせるように構成している。
【００１８】そしてこの場合、２つの支点となる軸（６
１）（６５）やリンク（６２）（６９）などによりクラ
ッチレバー（６７）の操作系を構成して、座席（２２）
から容易に操作し易い範囲にレバー（６７）を設置可能
とさせると共に、前記ロッド（６４）のバネ座（７０）
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と枢軸（６３）間にバネ圧調節自在に圧縮バネ（７１）
を介設して転動輪（１７）の地面への押付力を調節可能
とさせるように構成している。
【００１９】また図３仮想線に示す如く、前記作業機
（１１）の左右外側には作条器（７２）を取外し可能に
適宜設置して、マーカとして使用可能とするもので、土
地の条件により取付位置を可変させ、土地生産性を向上
させるように構成している。
【００２０】さらに、前記予備球台（１８）は作業台
（１５）の後側上端に回動支点軸（７３）を介して本機
側に収納可能に設けてコンパクトな構成とし、作業時に
は該台（１８）上に市販の網目状のコンテナを搭載して
砂などが留まるのを防止するもので、図１１に示す如
く、作業台（１５）の横巾と略同一巾のラス網或いはパ
ンチングメタルなどで形成するラッキョウ収納容器（７
４）を作業台（１５）後側に回動支点軸（７３）を介し
直接的に取付ける構成でも良い。
【００２１】本実施例は上記の如く構成するものにし
て、左右の座席（１６）に作業者２人が後向き姿勢に座
り、各作業者前方の作業台（１５）のラッキョウ受台
（１５ａ）に、前後２つで左右に３つにそれぞれ配置さ
れた作業者１人当り計６つ（３条分）の供給カップ（３
９ａ）（３９ｂ）の前後に、各作業者が３つずつの種球
（Ａ）を交互に供給して、２人の作業者によって６条の
ラッキョウ種球（Ａ）の植付けが行われる。
【００２２】そして前記ロータリ（１２）の略上方に作
業者の座る座席（２２）が、またロータリ（１２）と作
業台（１５）間にステップ（４２）が配備されることに
よって、この作業機（１１）をコンパクトにしてトラク
タ（１）との前後バランスに秀れたものとさせることが
できると共に、左右の座席（２２）間にロータリ（１
２）の姿勢・ロータリカバー（２８）の位置及び作業台
（１５）の姿勢をそれぞれ調節する各ハンドル（２５）
（２９）及びターンバックル（４０）が挾み込まれてこ
れらの調節操作を容易とさせることができる。さらには
図４の仮想線に示す如く、左右座席（２２）間のステッ
プ（４２）上に種球（Ａ）のくず収納容器（７５）を配
置することによって作業性を一層向上させることができ
る。
【００２３】図１２は作業台（１５）の上部を分割形成
して、上部を傾斜調節自在に設けた構成例を示すもの
で、作業台（１５）を上下作業台（１５ｂ）（１５ｃ）
に分割形成し、上作業台（１５ｂ）に各カップ（３８）
（３９ａ）（３９ｂ）を取付けると共に、サイドフレー
ム（３１）に固定する下作業台（１５ｃ）の前側上端に
回動支点軸（３６）を介して上作業台（１５ｂ）の前側
下端を回動自在に連結させて、上作業台（１５ｂ）のみ
を傾斜角度調節自在に設けて、作業台（１５）の傾斜調

節作業を容易とさせるように構成したものである。
【００２４】図１３は前記開閉シャッタ（４３ａ）（４
３ｂ）の開閉の確認を表示棒（７６）の突出或いは非突
出によって可能とさせるもので、前記開閉アーム（５４
ａ）（５４ｂ）に基端を支持する表示棒（７６）の先端
を受台（１５ａ）に開設する貫通孔（７７）に臨ませ、
シャッタ（４３ａ）（４３ｂ）が開状態となるとき受台
（１５ａ）より上方に突出、また閉状態となるとき受台
（１５ａ）上面より下側に退入させて、作業者にシャッ
タ（４３ａ）（４３ｂ）の開閉の確認を行わしめるよう
に構成したものである。
【００２５】
【発明の効果】以上実施例から明らかなように本発明
は、耕耘用ロータリ（１２）とラッキョウ植付装置（１
４）とを走行車体（１）後方に昇降自在に装備させるラ
ッキョウ移植機において、前記ロータリ（１２）の爪軸
（２７ａ）の略上方に作業者の座る作業座席（１６）を
設けると共に、ロータリ（１２）後部とラッキョウ植付
装置（１４）間にステップ（４２）を設けたもので、重
量の重くなる作業座席（１６）を最大走行車体（１）側
に近接させて、コンパクトにして中小の小型軽量の走行
車体（１）でも確実に昇降可能なものとさせることがで
きると共に、走行車体（１）にこれらロータリ（１２）
及び植付装置（１４）及び作業座席（１６）を装備させ
た際の前後バランスを良好とさせることができるなどの
顕著な効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】ラッキョウ植付作業機の側面図である。
【図２】移植機全体の側面図である。
【図３】移植機全体の平面図である。
【図４】植付作業機の平面図である。
【図５】植付作業機の側面説明図である。
【図６】植付作業機の側面説明図である。
【図７】植付作業機の背面説明図である。
【図８】開閉シャッタ開閉機構部の側面説明図である。
【図９】開閉シャッタ部の側面説明図である。
【図１０】開閉シャッタ部の斜視説明図である。
【図１１】ラッキョウ収納容器の説明図である。
【図１２】作業台の説明図である。
【図１３】開閉シャッタの開閉確認の説明図である。
【符号の説明】
（１）    トラクタ（走行車体）
（１２）  ロータリ
（１４）  植付管（植付装置）
（１６）  座席
（２７ａ）爪軸
（４２）  ステップ
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【図１】

【図２】

【図９】
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【図３】
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